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年 月 日 （ 金 ） ：

分 ／ 分 有

／ 人

1 0

1 0

番 番

No. 号 号 No.

分 3 年 1 16 2 年 分

分 3 年 2 2 3 年 61 分

分 2 年 3 3 3 年 分

分 3 年 4 4 3 年 分

分 2 年 5 5 3 年 分

69 分 3 年 6 6 3 年 分

66 分 3 年 7 7 3 年 46 分

70+2 分 3 年 11 8 3 年 53 分

分 3 年 14 10 3 年 分

64 分 3 年 18 11 3 年 分

分 3 年 19 21 2 年 53 分

分 3 年 23 12 3 年 分

分 3 年 13 14 3 年 分 2

分 3 年 15 23 2 年 分

分 3 年 8 17 3 年 分

7 分 3 年 10 18 3 年 分

6 分 3 年 16 19 2 年 分

分 2 年 17 22 2 年 分 7

18 分 3 年 9 9 3 年 分 21

11 分 3 年 28 13 3 年 分 8

No. 延後 延前 延前 延後 No.

分 6 分 3

分 4 分

分 分

分 分

分 分

分 分

No.

分 11 1 － 0

分 5 2 － 0

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

【 】 【 】

2019 6 7 14 25 キックオフ 会  場   アスパ五色  メイングラウンド

公 式 記 録 
(一社)兵庫県サッカー協会
兵庫県高体連サッカー部令和元年度兵庫県高等学校総合体育大会サッカー競技 準決勝 159

天  候 曇り 風 弱風 ピッチ 天然芝 ・ 人工芝 ・ クレー 状  態 良好 試合形式 70  延長 20 ／  PK戦

運営責任者 笠原  弘樹

日  時

主  審 小林　清訓 副審１ 浦元 雄一郎 副審２ 福井　成弥 第４の審判員 若林　  亮

延前

○×  先 PK戦

会場主任 田村　孝次 記  録 石塚　健二 後藤　大輔 観 衆 358

交代

 チーム名

2

前半

0

 チーム名 kick off

三 田 学 園 高 校 後半 神 戸 星 城 高 校

前半 後半 延前
選　手　名 (学年)

シュート

延後

先  ○×

選手番号 P
K
戦

延後 P
K
戦

選手番号

OUT時間

交代 シュート
選　手　名 (学年) 位置 位置

GK 上田　翔大指川　大輝 GK

OUT時間 延後 延前 後半 前半

DF 染谷　剣将天野　有貴 DF

DF 松本　賢士 1永井　亮成 DF

DF 若尾　迪哉2 髙川　海亜 DF

DF 岡本   　陸１＊ 黒瀬　太軌 DF

MF 島津　令至森田　雄大 MF

MF 横山　晴輝1 岩上　直生 MF

MF 熊元 純之介1* 森山　絢太 MF

MF 福西　毅也 2石野　   蒼 MF

FW 山本　亮太 21 1 山田　創大 FW

FW 島田　佳岳2 2 廣畑　晴揮 FW

GK 川畑   　政上田　智暉 GK

DF 角田   　匠菊谷　   涼 DF

DF 吉村　大輝横垣内 健介 DF

MF 寺下　瑠唯畑中　蒼生 MF

MF 茂田　大智福岡　南樹 MF

MF 松浦 謙太郎増田　悠人 MF

MF 利國　羽琉清水　皇貴 MF

FW 吉見   　翔東　      慧 FW

FW 山崎　健太中原 慶太朗 FW

10 警 森田　雄大 ラフ 11 5 6

前半 チーム合計時 間 警・退 氏　　名 事 由 合 計 後半

シュート

警・退 氏　　名

3 2 5 13 警

事 由前半 後半 合 計 時 間

松本　賢士 ラフ

1 0 1

髙川　海亜 反ス 8 5 3 Ｇ Ｋ

3 0 3 Ｃ Ｋ 2

7 3 1047 警

1 3

間接ＦＫ1 0 1

5 直接ＦＫ 6 7 139 4

 ［警告事由］  反ス・ラフ・異議・繰返・遅延・距離・無入・無去                 ［退場事由］  不正・乱暴・つば・阻(手)・阻(他)・侮辱・警２

時 間 チ ー ム 得点者 スコア ［得点経過］ 略号例：ドリブル～・ゴロのパス→・浮き球∩・混戦×・ヘディングH・シュートＳ

0 0 01 0 1 Ｐ Ｋ

得

点

経

過

32 三   田 森山 PK ⑪

65 三   田 黒瀬 中央

右足 S

Ｓ⑪ → ⑦ → ⑤ 右足

戦

評

[備 考]

戦評者 所 属 芦屋・飾磨 氏 名 上野・松下

  開始早々から、三田がゲームの流れを掴む。ボールを奪ってから、左サイドの⑲廣畑に展開し速い攻撃で星城ゴールに迫る。
対する星城はゴール前で粘り強い守備で三田の猛攻を食い止め、⑩福西を中心に攻撃を展開しゲームの流れを取り戻すと、⑩福
西の精度の高いキックでＣＫやＦＫでチャンスを作り出す。35分、三田が自陣でボールを奪取し素早い展開から星城ゴールに
迫り、⑦岩上がＰＡ内でドリブル突破を仕掛けＰＫを獲得し、先制する。後半に入ると星城は1点を取るべくサイドバックが高
いポジションをとり攻撃に転じるが、三田はたくみにそのスペースを狙いカウンターを仕掛けチャンスを作る。65分三田は右
サイドを抜け出した⑦岩上にスルーパスが通りキーパーが飛び出した所を折り返し、⑤黒瀬が無人のゴールに押し込んだ。その
後も三田が優勢に試合を進め、星城は⑪山本を起点にカウンターを仕掛けるが三田DF陣の堅い守備に阻まれた。最後まで諦め
ない星城に賛辞を送るとともに三田の無失点優勝に期待したい。また、悪天候にもかかわらず水溜まりのなかったピッチにも感
謝したい。


